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SRE NEXT 2020 & 2022

• 2020 
• SLI/SLO という言葉がない状態で組織

へ導入を試みた事例 

• 2022 
• SLI/SLO を導入した後の話 

• 組織全体で Site Reliability Engineering 

を進めるために必要なことを考えた
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しようと頑張る

SRE NEXT 
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Engineering 
Manager になる

Engineering Manager として 
Web開発チームにも参加 

今日は開発者目線で話します！ 
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今日伝えたいこと 

一度決めた SLI/SLO は継続的に見直しましょう



一度設定して見直さなかったらどうなったかの話をします😅



『スタディサプリ』における 
SLI/SLO の継続的改善 

をこれからやっていくぞという話

Takeshi Kondo / @chaspy 

2023/05/13 
SLOconf Tokyo 2023



Outline

• 自己紹介 
• 『スタディサプリ 中学講座』について 
• SLI/SLO はなんのためにあるのか 
• サービス運用の現状と課題 
• 課題にあたって実際に取り組んだこと 
• まとめ
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前提：プロダクト紹介 - スタディサプリ





2022年2月にリニューアル

• ユーザ基盤以外の部分を新規マイクロ

サービスとして2年に渡り開発 

• リリースから1年経過。現在も継続的

にエンハンスしています

https://www.recruit.co.jp/newsroom/pressrelease/2022/0131_9881.html

リニューアルのポイント！ 
1. 今週のミッションと反復演習機能による個別学習支援 
2. 演習量・難易度を大幅拡充 
3. 「定期テスト対策講座」を含む新講座が続々登場 
4. 学習画面のデザインを一新



備考: tara というのはこのリニューアルプロジェクトのコードネームで、最近インタビューでパブリックになった https://brand.studysapuri.jp/career/interview/article/Saori_Suzuki/

元々あった

ユーザ基盤を

含むサービス
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Why SLI/SLO?

• 機能開発or非機能開発、どちらに時間を使うのかを
Fact-Basedで決定するため

• Error Budget があ
るうちは1つ1つの
エラーに対処しない 

• Burn Out を避けられる 

• Budget があるうちはリス

クがとれる
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備考: tara というのはこのリニューアルプロジェクトのコードネームで、最近インタビューでパブリックになった https://brand.studysapuri.jp/career/interview/article/Saori_Suzuki/

元々あった

ユーザ基盤を

含むサービス

Reverse Proxy(Nginx)

• SLI/SLO は全部で8つ 

• (a)Availability と (b)Latency 

• http の metrics を使う 

• 以下の4箇所に(a/b)2種類ずつ 

• ① api-gateway 

• ② api-gateway -> main 

• ③ api-gawatey -> content 

• ④ main -> content 

• SLO 
• Availability: 99.9% 
• Latency: 95 percentile < 1000msec

①

② ③

④



Why Envoy?

• 当時はマイクロサービス間の metrics を取得する方法が
なかった

• Control Plane を含んだ 

Service Mesh ではなく、Side-

car container として単に素の 

Envoy を載せるのみ



DevSupport: 日替わり当番で定常運用業務を行う

• Slack の通知を確認して原因調査 
• Sentry Exception, SLO Alert, GCP Pub/Sub Dead Letter 

• 手動対応が必要なものは各チームにエスカレーション 

• CS(Customer Support)問い合わせの一次受け 
• 全体向けメンションの1次受け



起きていた課題: No SLO Alert

• リリースから今まで一度も SLO Alert が鳴ったことはない 
• Sentry の Exception 量が SLI に反映されていない気がする 
• 何が起きているのだろうか？ 

• 少なくとも Sentry Exception を1件ずつ見ている時点で Error Budget という概念

は利用できてない 

• SLO が自分たちの期待値よりも緩すぎる？ 

• SLI の設定が誤っている？ 

• 調査した
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仮説: Envoy の metrics (SLI②③④) がおかしいのでは？

• Yes 
• Exception の一部は DNS 名前解決で失敗していた 

• つまり、http request に至っていない 

• envoy.cluster.upstream_rq_2xx に計上されないのはそれはそう 

• ②の通信時、名前解決に失敗パターン 

• ① の SLI で計測されていれば良いが…?

通常の通信 
1. tara-api-gateway container が http://
tara-main を名前解決する <̶ ここが
失敗した 

2. http://tara-main で通信する 

http://tara-main
http://tara-main
http://tara-main


仮説2: Reverse Proxy の metrics (SLI①) がおかしいのでは？

• Yes 
• GraphQL リクエストが途中で失敗した場合、http では 200 を返していた😱 

• リリース時、部分失敗は 500 で返すことを決めたが、そうされていなかった

通常の通信 
1. Client から https://junior-learn.studysapuri.jp にアクセスすると 
Reverse Proxy に到達 

2. Reverse Proxy から țara-api-gateway へ proxy② 
3. tara-api-gateway から țara-main へ通信② <̶ここでエラーが発生 

https://junior-learn.studysapuri.jp


対処1：GraphQL Error の場合 http 500 を返す

• 元々 GraphQL は http のことを気にしていない 
• 挙動は GraphQL server library の挙動に依存する 

• Response status は 200 に統一するプラクティスもある 

• Client も Error は Response の errors を見るので問題はない

同僚がシュッと直してくれました🙏 
Special Thanks @Quramy 



対処2： Envoy をやめて Datadog APM metrics を利用

• 複雑性によるトラブルシュートの難しさを減らすため 
• Envoy の metrics に問題があったわけではない 

• 運用の課題も多く metrics 取得以外のメリットは得られていなかった 

• Curcuit Breaker 入れていたものの発動したケースはほとんどない 

• Envoy の version up 対応（出来ていない） 

• Pod 内 side-car container の起動・終了順制御（envoy を待たないとエラーになる） 

• Rollouts を使っている場合の Patch 方法（Resource 逆転して障害になったことも）



小ネタ: Datadog APM 結構癖がある(1)

• http client の APM Plugin の resource tag は default では 
http method である 

• 宛先ごとの SLI として採用するには hostname が必要 
• Node, Ruby でそれぞれ対応 

• 組織内で http-client の resource tag の命名規約を合意



小ネタ: Datadog APM 結構癖がある(2)

• trace.http.request.errors では http 5xx は該当しない 
• 逆に 4xx は該当する 

• trace.http.request.hits.by_http_status を利用する必要がある
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ユーザ基盤を

含むサービス

Reverse Proxy(Nginx)

• SLO を見直した 
• (a)Availability と (b)Latency 

• http の metrics を使う 

• 以下の4箇所に(a/b)2種類ずつ 

• ① api-gateway 

• ② api-gateway -> main 

• ③ api-gawatey -> content 

• ④ main -> content 

• 🆕⑤ api-gateway -> ユーザ基盤への request 

• SLO 
• Availability: 99.9% 
• Latency: 95 percentile < 1000msec 

• -> サービスごとに現状を加味し、
100~500msec

①

② ③

④

⑤

マイクロサービスごとの 
SLI/SLO を廃止 
SLI を分けるメリットが複数 
SLI/SLO を管理するコストに
見合っていないため

ユーザ基盤向け SLI/SLO 追加 
ユーザ基盤向けの共通 SLI これまで envoy metrics 
を利用していた。envoy を外したため Datadog 
APM metrics を利用した SLI/SLO を追加



DevSupport 見直し

• Sentry Exception ではアプリケーションコード起因のもの以
外は全て Ignore する 

• SLO Alert が来た時の基本的な対処方針をドキュメント化 
• 当日対応できなかったものを2週間に1回チームで対応
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何が起きていたのか

• リリース時に一度設定された SLI/SLO は1度も見直されてな
かった 

• SLO が何の価値も発揮していなかった 
• SLI/SLO 両方を見直し、今後も継続的に見直すことにした



どうすべきだったのか

• 開発者視点 
• SLO が本当に価値をもたらしているのかを定期的に検査する 

• 当番も良いが、たまには全員で見る時間を取ることも重要 

• 1日交代だと深く調べるインセンティブが働かない 

• SRE 視点 
• 開発チームが SLI/SLO を定期的に見直す仕組みを作る 

• ワークロードごとに SLI/SLO を自動生成する仕組みを作る 



今日伝えたいこと 

一度決めた SLI/SLO は継続的に見直しましょう



Thank you!
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